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南九州地域の拠点港湾「八代港」の 

整備促進について 

～地域経済の活性化のために～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月８日 

八代～台湾航路に新たに投入された愛媛オーシャン・ライン株式会社   

「ITX-HIGO」初寄港の様子 

 

 

令和６年７月 

熊本県八代市 

八代港整備・活用促進期成会 



八代港の整備につきましては、日頃より格別のご高配を賜り厚く

御礼を申し上げます。 

 

港湾は、我が国の経済や国民生活を支える極めて重要な社会基盤

であり、豊かで活力ある地域経済の発展には地方港湾の成長が欠か

せません。 

現在の八代港は、韓国と台湾への国際コンテナ定期航路を有し、 

アジアをはじめとした世界各国へ接続する南九州の貿易拠点として

着実な発展を遂げています。 

昨今、トラックドライバー不足やＢＣＰ対策重視により地方港の

利用が高まりつつあるなかで、本市は九州の中央に位置し、九州各県

と繋がる交通網も充実していることから、八代港の活用は「物流の 

２０２４年問題」、「カーボンニュートラルの実現」といった社会課題

の解決にも寄与することが期待されています。 

 

八代港は半導体の製造に不可欠な高圧ガスや化学品など危険物の

取り扱いが南九州で唯一可能な港であることから、今年末に稼働 

予定のＪＡＳＭ熊本工場で使用される半導体原料の輸入が本格化し

ています。今後も半導体原料の輸入港として重要な役割を担うこと

が期待されることに加え、近年の原木取扱量は毎年過去最高を記録

するなど、全国有数の木材輸出拠点としても成長を続けています。 

 

こうした中で、海上物流の要となる八代港は、未だ大型船舶入港時

の喫水調整を要するなど余分な輸送コストが発生していることから、

八代港の利便性を向上させ、今後更なる利用拡大に繋げるためにも、

水深１４ｍ航路の早期完成にご支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

また、八代港では令和３年度の港湾計画一部変更により、加賀島 

地区への水深１２ｍ岸壁が新規に位置づけられたところですが、 



木材輸出量の増加に伴い、原木ヤードの不足は長年にわたる課題と

なっています。将来見込まれる新たな貨物需要と企業立地需要への

対応を図るためにも、早期事業化に向けてご支援を賜りますよう 

お願い申し上げます。 

さらに、八代港の整備を進めるうえで基準となる港湾計画は  

平成１７年度から改定がなされていないことから、八代港の将来的

な成長を図るためにも、港湾機能向上を含む港湾計画の早期見直し 

に向けて、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

今年３月に公表された国資料によれば、八代港の経済波及効果は

年間約 2 千２百億円に上り、その半分が八代市内にもたらされて  

いると推計されています。これまでの八代港の機能強化が、地域の 

雇用や経済に大きな影響を与えていることが示されました。 

ついては、地域経済の成長、それに伴う雇用の創出、熊本県全体の

発展に欠くことのできない八代港の整備促進につきまして、   

下記のとおりご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

一、水深１４ｍ航路の早期完成を図ること。 

一、加賀島地区への水深１２ｍ岸壁の早期事業化を図ること。 

一、港湾計画の早期見直しに向けた技術的な支援を行うこと。 

 

令和６年７月 

 

八代市長 

 

 

八代港整備・活用促進期成会長 
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機密性２情報

インフラのストック効果 （八代港）

【飼料】
パシフィックグレーン

センター（株）

【飼料】
西田精麦（株）

【製造】カーボン
（株）アライカーボン

【飼料】
八代飼料（株）

【製造】船外機
ヤマハ熊本
プロダクツ（株）

【製造】石油
ジャパンオイルネットワーク（株）

東西オイルターミナル（株）
（株）Misumi

【物流】
（株）エーブル

【物流】
（株）上組

【物流】危険物倉庫
松木運輸（株）

【加賀島地区】
・木材集貨拠点
・工場立地候補地【物流】

（株）亀万運送

【食品】
（株）児湯食鳥

【飼料】
JA全農くみあい飼料（株）

【製造】セメント
太平洋セメント（株）

【製造】セメント
UBE三菱

セメント（株）

蔵置場

蔵置場

蔵置場

蔵
置

九州自動車道
（←福岡 鹿児島→）

熊本県道336号
八代港線

【臨港地区内の主要立地企業 約70社】

【飼料】

【製造】工業品 【製造】石油

【製造】セメント

九州新幹線
（←福岡 鹿児島→）

【八代インターチェンジ】

【新八代駅】

【食品】 【砂・砂利】

【製造】アルコール 【物流】

【バイオマス発電】

【製造】紙

【製造】化学品

蔵置場

【臨港地区外の主要立地企業】

【製造】セメント
住友大阪セメント（株）

【製造】紙
日本製紙（株）

【製造】化学品
KJケミカルズ（株）

日本マイクロバイオファーマ（株）
興人フィルム＆ケミカルズ（株）

【製造】アルコール
メルシャン（株）
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【億円】 製造品出荷額（八代市）

製造品出荷額は50年間で約10倍

（出典）熊本県 工業統計調査

企業の立地を促進し、様々な地域産業の競争力を港湾物流の面で支援する港湾インフラにより、地域の雇用と経済活動の活性化に貢献。
製紙関連、飼料関連、アルミ建材関連、石油関連、船外機製造、セメント関連の企業等が立地。

直轄工事として外港地区建設開始(１９６１年～)

【産業の立地・雇用と地域財政に貢献】
・約5,900人の雇用を創出（市全体の約11％）

令和3年度末時点
・約23.5億円/年の市税収（市全体の約15％）

  令和4年度末時点
（出典）経済センサス等

【バイオマス発電】
(同)くまもと森林発電

【飼料】
（株）上組

【砂・砂利】
前川産業（有）
（有）金剛海運

【飼料】
九州昭和産業（株）

【製造】アルミ建材
YKK AP（株）
九州事業所

【製造】タルク
（株）福岡タルク

蔵
置

コンテナ バルク クルーズ
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ＣＦＳ倉庫

コンテナターミナル
拡張予定

令和５年９月作成



八代港の経済効果

1,119億円

3,255億円

74%

市内総生産額 4,373億円

26%

八代港の経済効果

246億円

2,655億円

92%

市内雇用者所得額 2,901億円

9%

八代港の経済効果

5,680人

40,331人

88%

市内雇用者数 46,011人

12%

（粗付加価値額）

全国
2,215億円 八代市内

1,119億円
熊本県内

（八代市除く）
781億円

熊本県外
316億円

直接効果

関連産業

直接効果の生産の誘発によ
り原材料の調達や生産が地
域内外の関連産業に広がっ
ていく効果

船舶の入出港や貨物荷役等に関わる産業(港湾関連産業)の生産増や荷主企業
等(港湾利用企業)の港湾利用による生産増・消費増等の効果

１次波及効果
直接効果、1次波及効
果の雇用者所得の増
加により消費が拡大
する効果

2次波及効果

※推計金額は経済活動によって生み出された粗付加価値額(売上高から原材
料等の財・ｻｰﾋﾞｽの投入額を差し引いたもの)で示している。

経済効果
直接効果、1次・2次
波及効果の合計

1,515億円
500億円 201億円

2,215億円

八代市にもたらす経済効果と雇用効果

消費

八代港による経済効果の帰着先
（粗付加価値額ベース）

50.5%

35.2%

14.2%

地域にもたらす効果 ～八代港利用企業の経済活動を通じて創出される経済効果～
〇 八代港は、これまでの港湾整備により、2021年（令和3年）には年間1,900隻を超える船舶が入港し、400万トンを超える港湾貨

物を取り扱っており、八代市をはじめとする背後地域の経済活動を支えている。
〇 １年間の港湾貨物の取扱いにより、全国で約3,900億円の生産額が発生し、全国に年間2,215億円の経済効果をもたらしている。
〇 その経済効果は、八代港が所在する八代市内に最も帰着しており、全体の約５割に相当する1,119億円の経済効果をもたらしてお

り、八代市の市内総生産額※の約26%、雇用所得の約9%に相当する効果となっている。
〇 八代港は、背後企業の生産活動に必要な海上輸送拠点としての機能を果たし、八代市のみならず、地域の雇用や経済活動に大きく

貢献している。

【原材料、製品など】

船の入出港関連
（港湾関連産業）

荷主企業
（港湾利用産業）

港湾貨物の荷役（港湾関連産業）

港湾

【製品、原材料など】

背後輸送
（港湾関連産業）

注）八代市の市内総生産(粗付加価値額)と雇用者所得額は「令和2(2020)年度 市町村民経済計算報告書/熊本県」の令和２年度の数
値、雇用者数は「令和２年国勢調査 就業状態等基本集計」の令和２年の数値を用いている。注）単位未満を四捨五入しているため合計値が合わない場合がある。

※八代市の市内総生産額4,373億円の内、約4割は保健衛生・社会事業など、港湾を経由する貨物と関連が薄い産業による生産額

【参考】
クルーズ船１寄港あたり

の経済効果
82百万円

※クルーズ船の船型を17万G/T、
乗客を3,500人/隻、乗客1人当
たりの観光消費額を2万円とし
た場合。

※2021年（令和3年）はクルーズ
船寄港実績がなかったため、
上記の2,215億円にクルーズ船
による経済効果は含まれてい
ない。

※原材料等の財・サービス
の投入額を含めると、約
3,900億円が港湾に関連
した生産額となっている。

別紙③

出典：国土交通省 九州地方整備局
「八代港の機能強化と地域に

もたらす効果」
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